
　今年は、那覇市とブラジル連邦共和国サンパウ
ロ州サンビセンテ市の姉妹都市提携 40 周年。そ
して、ブラジルへの移民 110 周年の年です。
　城間市長ら訪問団がブラジル・サンビセンテ市
を訪問しました。両市の友好親善交流に貢献した
として、サンビセンテ市議会から名誉市民の称号
を授与された城間市長は、「お互いの絆を後世に
つないでいくことが、私たちの役目だと考えてい
ます」と挨拶しました。
　また、サンパウロ州からは城間市長にイピラン
ガ勲章のグランデ・オフィシャルが贈られました。

　田んぼや畑が多かった約 200 年前、住民が五
穀豊穣を願って始めたのが起源という、松川大綱
引。松川公民館前には、子どもたちからお年寄り
まで地域のみなさん約 200 名が集まりました。
　城間市長は、「伝統行事を通して、子どもたち
の地域への愛着が育まれると思います。地域のみ
なさまの心のよりどころとしてこの大綱引が発展
していくことを期待しています」と挨拶しました。
　太鼓の演舞などで会場を盛り上げた後、全長 50
メートルの綱を東西に分かれて一斉に引き合いま
した。今年は 1勝ずつの引き分けとなりました。

　毎年恒例の「一万人のエイサー踊り隊」が国際
通りで開催されました。
　今年のテーマは「伝統VS創作」。パレットく
もじ前から牧志駅にかけて、国際通り 8か所に設
けられた演舞場では 62団体、約 2,000 人が演舞
を披露しました。
　真夏の空の下、鳴り響く太鼓の音と指笛、「イー
ヤーサーサー」の掛け声に大人も子どもも大興奮。
演舞が始まると人垣はどんどん増え、撮影しよう
とカメラを高く掲げる観光客の姿も数多く見られ
ました。
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の饅頭と山城饅頭
(『琉球菓子』沖縄タイムス
社より) 大正11年の新聞広告

切り割られた重圏鏡片
（崎山御嶽遺跡出土）
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